
　近年、ラムネに代表されるよう

な錠菓の売上が伸びており、錠

菓全体の市場規模も300億円を

超え、2018年には前年比10%

増という報 告もあります。この

背景にはガム市場の縮小があり

ます。口から出して捨てる必要

のあるガムは衛生的に好まれず、

一方で口臭ケアやデスクワーク

時の手軽な糖分補給、眠気覚ま

しとしてタブレット菓子やラムネ

を活用する機会が増えてきまし

た。最近では、菓子＋健康をキー

ワードに、熱中症予防などの機

能性を持たせたものも多くライ

ンアップされています。

　錠菓をはじめ食品への使用実

績が 多いDKエステルF–20W（以

下F-20W）は、少量添加でも良好

な滑沢性能を付与できることが

知られています。また、F-20W

を使用した打錠物は量産製造に

おける長時間打錠による打錠障

害や打錠速度変動の影響を受け

にくく、表面滑沢性能の付与以

外にも歩留まりを向上させること

ができます。ステアリン酸マグネ

シウム使用時と比較し、F-20W

を使用した打錠物は口どけが良く

（崩壊性良好)、経日による品質

変化が少ないことも特長の一つ

です 表1 。また、混合時間の影

響をほとんど受けず、輸送時の

割れや粉戻りの防止効果も期待

できます。

　DKエステルシリーズは指定食

品添加物である「ショ糖脂肪酸エ

ステル」であり、ショ糖骨格を親

水基、脂肪酸鎖を親油基とした非

イオン界面活性剤です 図1 。日

本では1959年に食品添加物と

して認可され、FAO/WHO合同

食品添加物専門家会議（JECFA）

においても安全性が高いと評価

されている食品添加物です。

　業務の効率化が求められる今

の時代に、清涼感でリフレッシュ、

集中力の維持で錠菓の需要はさ

らなる伸長が期待されます。多

様化するニーズや、量産化への

課 題 解決に当社のDKエステル

でお応えしていきます。

Product Information

錠菓への応用

ショ糖脂肪酸エステル（ シュガーエステル ）

DKエステル®F–20Wの

図1  ショ糖脂肪酸エステルの 
 化学構造式（モノエステル ）
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　絹の精練や絹織物のソーピングな

どに用いられ、染色業界になくてはな

らない石鹸。その歴史は古く、紀元

前から動物の脂を原料につくられて

いました。中世には原料がオリーブ

油の硬い石鹸がつくられるようになり

ました。先進の欧州産の石鹸の一大

積み出し港がフランスのマルセイユ

で、これにちなんでマルセール石鹸

と呼ばれるようになりましたが、後に

マルセル石鹸と統一されました。

　この石鹸の国産化に、いち早く着

目していたのが当社の創業者の一人

である小野茂平です。業界から国産

化への要望が高まったのは、1914年

7月に第一次世界大戦が勃発し、輸

入品が途絶えてからですが、小野は、

その前からマルセル石鹸のレシピを

取り寄せて研究していました。

　小野は実験と試作品づくりを繰り

返し、1915年11月、「玄武印マルセ

ル石鹸」と名付けて製品第一号を市

場に送り出すに至りました。製法確立

から設備投資、製品化まで1年余りで

行うことは、現代でも困難に思えるほ

どのスピード感。それができた理由

は、小野が入念に構想を練っていた

からにほかなりません。

　というのも、小野は早期から大量

生産を見越し、石鹸製造設備の建

設を決意。発売の約1年前にあたる

1914年12月には、第一工業製薬の

前身となる負野工業製薬所を設立し、

経営面からも資金面からも基礎を固

めていたのでした。

　小野が社歌づくりにあたって詩人

の土井晩翠にしたためた書簡には、

もともと「マルセール石鹸  汚れを払

ひ」とあった歌詞を「マルセール石鹸  

基いをなして」にしたいと、丁重に変

更を依頼していたことからも、小野の

マルセル石鹸に対する思いが伝わっ

てきます。

合名会社設立と国産石鹸の創製
輸入品にひけをとらぬ国産マルセル石鹸を製造することを決意した小野茂平。 
大量生産を見越したうえで経営を強固なものとするため、合名会社も設立しました。

事 業の 柱として誕 生
「 玄武印  

マルセル石鹸 」
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合名会社負野工業製薬所

1914年12月に設立。1916年8月に京都
市下京区七条通り千本東入ルの土地200
坪に社屋が完成。本社事務所、石鹸工場、
寄宿舎など建坪105坪の規模であった。
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合名会社時代の初荷風景

石鹸の販売は日本全国に及んだ。当時、
製品の出荷はのんびりと馬車による出荷
であった。
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石鹸工場の様子

1916年、設立してすぐに工場は系統化
され、石鹸などを製造する第一部と、そ
れ以外の第二部に分けられた。当時は
直火釜で石鹸の製造が行われた。

京都西陣、今宮神社御旅所の隣にあ
る玄武神社。入口にある2基の石灯
篭には「玄武石鹸」の文字と1915
年に商標登録した玄武のマークが見
える。
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試験装置：日本薬局方崩壊試験装置、試験液：水、温度：37℃±0.5℃
※打錠物6個を振幅 60mm、29往復 /minで上下させ、すべて崩壊するまでの時間を測定（3回の平均値 ）。

表1  打錠物の変成試験（ 経日変化 ）

DKエステル F-20 W ステアリン酸マグネシウム

添加量 0.3% 1.0% 0.3% 1.0%

打錠した直後 5.2min 6.0min 7.9min 10.1min

打錠から1週間後 5.4min 6.5min 7.4min   9.3min

打錠から1カ月後 5.4min 6.7min 7.3min   8.8min

打錠から2カ月後 5.3min 6.5min 7.2min   8.4min
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